
第九回 さがみ縦貫危険物処理に関する有識者委員会第九回 さがみ縦貫危険物処理に関する有識者委員会第九回 さがみ縦貫危険物処理に関する有識者委員会第九回 さがみ縦貫危険物処理に関する有識者委員会

日時 平成１６年２月６日（金）
（ ）午前12時30分～午後4時 午前12時30分～午後2時は現地調査

場所 橋脚工事現場並びに掘削残土仮置き場
（午前12時30分～午後2時：現地調査）

寒川町南部文化福祉会館２Ｆ会議室(1)・(2)
（午後2時～午後4時：委員会）

議事次第

1．現地視察

2．有識者委員会
1-1 開会

1-2 議事
（1）資料説明

項 目 概 要

１．橋脚工事現場（P28 ・掘削調査の概要
～P30区間）における ・発見された不審物
掘削調査について ・北側ブロック（P29～P30区間）の土質

・北側ブロック（P29～P30区間）の掘削調査
・掘削土壌の取扱
・テント排気のモニタリング

２ 掘削残土仮置き場 田 ・分離作業の状況． （
端）の状況について ・発見された不審物

・無害化処理設備の状況

３．その他 ・広報について

（2）審議
（3）閉会

1-3．記者会見

3．マスコミ対応
現地地視察ならびに委員会「資料説明」までオープン会議終了後
（午後5時をめど）記者会見を実施



「第九回さがみ縦貫危険物処理に関する有識者委員会」名簿

氏 名 職 名

山里 洋介 前陸上自衛隊化学学校校長

白石 寛明 独立行政法人国立環境研究所
化学物質環境リスク研究センター
曝露評価研究室長

田中 勝 岡山大学大学院自然科学研究科教授
（元国立公衆衛生院廃棄物工学部長）

弘前大学医学部救急災害医学講座教授（欠席）浅利 靖
（前北里大学医学部救命救急医学講師）

輿 重治 中央労働災害防止協会参与
（元産業医学総合研究所長）

オブザーバー
（欠席）村山 正和 神奈川県防災局長

（小松 義次） （神奈川県防災局応急対策担当課長）

塩川 実喜夫 神奈川県警察本部警備部長（欠席）
神奈川県警察本部警備部災害対策課長（青木 壽治）

寒川町助役（欠席）
（舛水 勇） 寒川町町民部長）（



第９回第９回第９回第９回第９回第９回第９回第９回

さがみ縦貫危険物処理に関するさがみ縦貫危険物処理に関するさがみ縦貫危険物処理に関するさがみ縦貫危険物処理に関するさがみ縦貫危険物処理に関するさがみ縦貫危険物処理に関するさがみ縦貫危険物処理に関するさがみ縦貫危険物処理に関する

国土交通省関東地方整備局

横浜国道事務所

有識者委員会有識者委員会有識者委員会有識者委員会有識者委員会有識者委員会有識者委員会有識者委員会

説明資料説明資料説明資料説明資料説明資料説明資料説明資料説明資料



（１）橋脚工事現場（Ｐ２８～Ｐ３０区間）における掘削調査について（１）橋脚工事現場（Ｐ２８～Ｐ３０区間）における掘削調査について（１）橋脚工事現場（Ｐ２８～Ｐ３０区間）における掘削調査について（１）橋脚工事現場（Ｐ２８～Ｐ３０区間）における掘削調査について

　　　　        ①掘削調査の概要①掘削調査の概要①掘削調査の概要①掘削調査の概要

　　②発見された不審物　　②発見された不審物　　②発見された不審物　　②発見された不審物

　　③北側ブロック（　　③北側ブロック（　　③北側ブロック（　　③北側ブロック（P29P29P29P29～～～～P30P30P30P30区間）の区間）の区間）の区間）の土質土質土質土質

　　④　　④　　④　　④北側ブロック（北側ブロック（北側ブロック（北側ブロック（Ｐ２９～Ｐ３０区間）の掘削調査結果Ｐ２９～Ｐ３０区間）の掘削調査結果Ｐ２９～Ｐ３０区間）の掘削調査結果Ｐ２９～Ｐ３０区間）の掘削調査結果

　　　　　　　　⑤掘削⑤掘削⑤掘削⑤掘削土壌の取扱い土壌の取扱い土壌の取扱い土壌の取扱い

　　　　　　　　⑥テント⑥テント⑥テント⑥テント排気のモニタリング排気のモニタリング排気のモニタリング排気のモニタリング

（２）掘削残土仮置き場（田端）の状況について（２）掘削残土仮置き場（田端）の状況について（２）掘削残土仮置き場（田端）の状況について（２）掘削残土仮置き場（田端）の状況について
　　①分離作業の状況　　①分離作業の状況　　①分離作業の状況　　①分離作業の状況

　　②発見された不審物　　②発見された不審物　　②発見された不審物　　②発見された不審物

　　③無害化処理設備の状況　　③無害化処理設備の状況　　③無害化処理設備の状況　　③無害化処理設備の状況

これまでの委員会決定事項に関する具体案の報告についてこれまでの委員会決定事項に関する具体案の報告についてこれまでの委員会決定事項に関する具体案の報告についてこれまでの委員会決定事項に関する具体案の報告についてこれまでの委員会決定事項に関する具体案の報告についてこれまでの委員会決定事項に関する具体案の報告についてこれまでの委員会決定事項に関する具体案の報告についてこれまでの委員会決定事項に関する具体案の報告について

（３）その他（３）その他（３）その他（３）その他
　　　　　　　　①広報について①広報について①広報について①広報について



（１）橋脚工事現場（Ｐ２８～Ｐ３０区間）（１）橋脚工事現場（Ｐ２８～Ｐ３０区間）（１）橋脚工事現場（Ｐ２８～Ｐ３０区間）（１）橋脚工事現場（Ｐ２８～Ｐ３０区間）（１）橋脚工事現場（Ｐ２８～Ｐ３０区間）（１）橋脚工事現場（Ｐ２８～Ｐ３０区間）（１）橋脚工事現場（Ｐ２８～Ｐ３０区間）（１）橋脚工事現場（Ｐ２８～Ｐ３０区間）

　　　　　　　　　　　における掘削調査について　　　　　　　　　　　における掘削調査について　　　　　　　　　　　における掘削調査について　　　　　　　　　　　における掘削調査について　　　　　　　　　　　における掘削調査について　　　　　　　　　　　における掘削調査について　　　　　　　　　　　における掘削調査について　　　　　　　　　　　における掘削調査について



（１）（１）（１）（１）ーーーー①①①①    掘削調査の概要掘削調査の概要掘削調査の概要掘削調査の概要

仮囲い

テントテントテントテント

P29

P30

分析室

除染室

P28

空気浄化装置

空気浄化装置付き保管庫

掘削調査範囲

掘削調査完了後、P28～
P29区間に移設します。

掘削調査の状況掘削調査の範囲

さがみ縦貫道路橋脚工事現場（P28～P30区間）において、平成１５
年１１月２１日（金）より掘削調査を実施。

　現在、北側ブロック（P29～P30区間）を調査中。

密閉型保管庫
P29

P28
約30ｍ

約４
２ｍ

南側
ブロ
ック

北側
ブロ
ック



（１）（１）（１）（１）（１）（１）（１）（１）ーーーーーーーー①①①①①①①①        掘削調査の概要掘削調査の概要掘削調査の概要掘削調査の概要掘削調査の概要掘削調査の概要掘削調査の概要掘削調査の概要
■北側ブロック（■北側ブロック（P29P29～～P30P30区間）の作業進捗状況（平成１６年２月５日現在）区間）の作業進捗状況（平成１６年２月５日現在）

※平面図中の数字は掘削深度
（m）を示す。

GL-0.0

GL-1.0

GL-2.0

GL-3.0

　：　人力掘削
　：　機械掘削

（断面図）

P29 P30

1.5m

鋼矢板

（平面図）

1.8

3.0 1.8 2.1

1.8

2.1

2.1

1.5

P29

鋼矢板

約42m

P30

断面

約15m

日東化工　側

旭ファイバー　側

約33m

発見された不審物の本数

　　　　　　　　　　１５６本
　（平成１６年２月５日現在）



（１）（１）（１）（１）（１）（１）（１）（１）ーーーーーーーー①①①①①①①①        掘削調査の概要掘削調査の概要掘削調査の概要掘削調査の概要掘削調査の概要掘削調査の概要掘削調査の概要掘削調査の概要

橋脚工事現場における橋脚工事現場における

掘削調査の掘削調査の流れ流れ

（映像）（映像）



（１）（１）ーー②発見された不審物②発見された不審物

■掘削調査中に発見された不審物一覧■掘削調査中に発見された不審物一覧■掘削調査中に発見された不審物一覧■掘削調査中に発見された不審物一覧

・不審物（充ビン）の内155本はビール瓶、1本は薬品ビンに入った形で発見。

・不審物（充ビン）の内144本はゴム状の栓等で密閉。12本は詮無し。

平成１６年２月５日現在

内容物の状態 本数 備　考

やや黄色みを帯びた白色 40

黒色 3

その他 － 3

黒色 60

透明（黒色沈殿物） 30 黒い固形物が混入

その他 － 13

黒色

透明・薄茶色等

計：１５６本計：１５６本計：１５６本計：１５６本
※掘削調査開始（Ｈ１５年１１月２１日～）

内容物が２層に分離

固形物

内容物の色

液　体

7



■不審物発見範囲■不審物発見範囲

（１）（１）ーー②発見された不審物②発見された不審物

・　不審物（充ビン）発見箇所
×　  空ビン等発見箇所

P29 P30

鋼矢板鋼矢板

（平面図）（平面図）（平面図）（平面図）（平面図）（平面図）（平面図）（平面図）

約33m

約15m

日東化工　側

鋼矢板 旭ファイバー　側



■不審物発見範囲■不審物発見範囲

（１）（１）ーー②発見された不審物②発見された不審物

  ・・  不審物（充ビン）発見箇所不審物（充ビン）発見箇所

××      空ビン等発見箇所空ビン等発見箇所

P29
P30P30P30P30

約15m

日東化工　側

鋼矢板
旭ファイバー　側

ＢＢ

ＢＢ’’

詳詳詳詳    細細細細    図図図図

ＡＡ ＡＡ’’

GL-3.0mGL-3.0m

GL-2.0mGL-2.0m

GL-1.0mGL-1.0m

GL-0.0mGL-0.0m

約20m

Ｂ－ＢＢ－ＢＢ－ＢＢ－ＢＢ－ＢＢ－ＢＢ－ＢＢ－Ｂ’’’’’’’’断面断面断面断面断面断面断面断面
テント基礎

日東化工　側 旭ファイバー　側

GL-3.0mGL-3.0m

GL-2.0mGL-2.0m

GL-1.0mGL-1.0m

GL-0.0mGL-0.0m

約33m

鋼矢板
Ａ－Ａ－Ａ－Ａ－Ａ－Ａ－Ａ－Ａ－Ａ’Ａ’Ａ’Ａ’Ａ’Ａ’Ａ’Ａ’断面断面断面断面断面断面断面断面

P30
P29



■不審物の発見状況（7層目：GL-1.8m～GL-2.1m）

（１）（１）ーー②発見された不審物②発見された不審物

７層目から不審物（充ビン）４４本を発見

P29の矢板



■不審物の発見範囲の拡大図（斜め上から南西方向への視線）■不審物の発見範囲の拡大図（斜め上から南西方向への視線）

P29Ｐ２９

日東化工　側

旭ファイバーグラス　側

（１）（１）ーー②発見された不審物②発見された不審物

鋼矢板

：　不審物（充ビン）発見範囲

凡例

：　視線の方向

鋼矢板

幅約4.8m
長さ約2.2m

高さ

約2m



不審物（充ビン）発見場所の地盤構成上の特性を把握するため、

北側ブロック（Ｐ２９～Ｐ３０区間）において土質調査を実施（下図）。

●　：スウェーデン式サウンディング試験

■　：試料採取及び土質観察地点

　 　：土質断面図測線（推定）

凡例

・土質調査位置・土質調査位置・土質調査位置・土質調査位置

・土質調査方法・土質調査方法・土質調査方法・土質調査方法

　　　１）スウェーデン式サウンディング試験　　16箇所

　　　　　→地盤の硬軟の確認

　　　２）試料採取及び土質判定　　　　　　　　　21箇所

　　　　　→観察による土質の判定

■土質調査概要■土質調査概要

（１）（１）ーー③北側ブロック（③北側ブロック（Ｐ２９～Ｐ３０区間）の土質Ｐ２９～Ｐ３０区間）の土質

鋼矢板

Ｐ２９
Ｐ３０

②②②②

①①①①

③③③③

日東化工　側

旭ファイバー　側



■土質調査結果（各測線の土質断面図（推定））■土質調査結果（各測線の土質断面図（推定））

（１）（１）ーー③北側ブロック（③北側ブロック（Ｐ２９～Ｐ３０区間）の土質Ｐ２９～Ｐ３０区間）の土質

①①①①測線

②②②②測線

③③③③測線

日
東
化
工
　
側

旭
フ
ァ
イ
バ
ー
　
側

GL(m)
 0.0

-1.0

-2.0

-3.0

GL(m)
 0.0

-1.0

-2.0

-3.0

GL(m)
 0.0

-1.0

-2.0

-3.0

P29側 P30側

    C1C1C1C1

E1E1E1E1
E1E1E1E1 CCCC2222

B2B2B2B2
A1A1A1A1

D1D1D1D1

    C1C1C1C1

CCCC2222

B1B1B1B1

A1A1A1A1
A2A2A2A2

A2A2A2A2

D1D1D1D1
    C1C1C1C1 E1E1E1E1

E1E1E1E1 CCCC2222

B1B1B1B1

B2B2B2B2
A1A1A1A1

A2A2A2A2

B1B1B1B1

D1D1D1D1

DDDD2222

当該地の土質は、大きく分けて、ⅰ）相模川沿いに開けた沖積低地に分布し自然堤防堆積物(主に砂
質土)から形成される自然地盤の砂質土、ⅱ）自然地盤の上に2.3～3.2m程度の厚さで広く分布し、広
域的な造成等で形成された埋土層に分類。

※②測線については、①測線及び③測線をもとに推定で作成した。※②測線については、①測線及び③測線をもとに推定で作成した。

××



P29

鋼矢板

不審物（充ビン）が発見された範囲

★これまでに不審物が発見された場所の地層

　１）D1層：鋼矢板設置時に、P29橋脚工事の掘削土により埋め
戻された層（砕石、改良材の塊が混入）

　２）D2層：広く分布するB1層と明らかに異なる過去に埋め戻さ
れたと考えられる層（砕石や砂分が不均質に混入）

■土質調査結果（②測線のＰ２９近接部分の土質断面図（推定））■土質調査結果（②測線のＰ２９近接部分の土質断面図（推定））

（１）（１）ーー③北側ブロック（③北側ブロック（Ｐ２９～Ｐ３０区間）のＰ２９～Ｐ３０区間）の土質土質

GL(m)
 0.0

-1.0

-2.0

-3.0

CCCC2 2 2 2 

    A1 A1 A1 A1 

B2B2B2B2

    B1 B1 B1 B1 

    C1C1C1C1

    A2 A2 A2 A2 

E1E1E1E1
E1E1E1E1

D1D1D1D1

D2D2D2D2



■地質平面図（推定）■地質平面図（推定）GL-0.0mGL-0.0m

日東化工　側

旭ファイバー　側

    C1C1C1C1

    C1C1C1C1

D1D1D1D1
E1E1E1E1

E1E1E1E1

Ｐ３０

（１）（１）ーー③北側ブロック（③北側ブロック（Ｐ２９～Ｐ３０区間）のＰ２９～Ｐ３０区間）の土質土質

鋼矢板鋼矢板

Ｐ２９Ｐ２９Ｐ２９Ｐ２９Ｐ２９Ｐ２９Ｐ２９Ｐ２９

■＝試料採取及び土質観察地点

●＝ｽｳｪｰﾃﾞﾝ式ｻｳﾝﾃﾞｨﾝｸﾞ調査実施地点

　 ＝充ビンを示す

 　＝空ビン又は破片を示す



Ｐ２９Ｐ２９Ｐ２９Ｐ２９Ｐ２９Ｐ２９Ｐ２９Ｐ２９
Ｐ３０Ｐ３０Ｐ３０Ｐ３０Ｐ３０Ｐ３０Ｐ３０Ｐ３０

日東化工　側

旭ファイバー　側

    C1C1C1C1

    C1C1C1C1

E1E1E1E1
E1E1E1E1

■地質平面図（推定）■地質平面図（推定）GL-0.3mGL-0.3m

（１）（１）ーー③北側ブロック（③北側ブロック（Ｐ２９～Ｐ３０区間）のＰ２９～Ｐ３０区間）の土質土質

鋼矢板鋼矢板

D1D1D1D1

■＝試料採取及び土質観察地点

●＝ｽｳｪｰﾃﾞﾝ式ｻｳﾝﾃﾞｨﾝｸﾞ調査実施地点

　 ＝充ビンを示す

 　＝空ビン又は破片を示す



Ｐ２９Ｐ２９Ｐ２９Ｐ２９Ｐ２９Ｐ２９Ｐ２９Ｐ２９

Ｐ３０Ｐ３０Ｐ３０Ｐ３０Ｐ３０Ｐ３０Ｐ３０Ｐ３０

日東化工　側

旭ファイバー　側

E1E1E1E1

C2C2C2C2

E1E1E1E1

C2C2C2C2

■地質平面図（推定）■地質平面図（推定）GL-0.6mGL-0.6m

（１）（１）ーー③北側ブロック（③北側ブロック（Ｐ２９～Ｐ３０区間）のＰ２９～Ｐ３０区間）の土質土質

鋼矢板鋼矢板

D1D1D1D1

■＝試料採取及び土質観察地点

●＝ｽｳｪｰﾃﾞﾝ式ｻｳﾝﾃﾞｨﾝｸﾞ調査実施地点

　 ＝充ビンを示す

 　＝空ビン又は破片を示す



Ｐ２９Ｐ２９Ｐ２９Ｐ２９Ｐ２９Ｐ２９Ｐ２９Ｐ２９

Ｐ３０Ｐ３０Ｐ３０Ｐ３０Ｐ３０Ｐ３０Ｐ３０Ｐ３０

日東化工　側

旭ファイバー　側

E1E1E1E1

E1E1E1E1

B1B1B1B1

B1B1B1B1
D2D2D2D2

■地質平面図（推定）■地質平面図（推定）GL-0.9mGL-0.9m

（１）（１）ーー③北側ブロック（③北側ブロック（Ｐ２９～Ｐ３０区間）のＰ２９～Ｐ３０区間）の土質土質

鋼矢板鋼矢板

C2C2C2C2D1D1D1D1

B1B1B1B1

■＝試料採取及び土質観察地点

●＝ｽｳｪｰﾃﾞﾝ式ｻｳﾝﾃﾞｨﾝｸﾞ調査実施地点

　 ＝充ビンを示す

 　＝空ビン又は破片を示す



Ｐ２９Ｐ２９Ｐ２９Ｐ２９Ｐ２９Ｐ２９Ｐ２９Ｐ２９

Ｐ３０Ｐ３０Ｐ３０Ｐ３０Ｐ３０Ｐ３０Ｐ３０Ｐ３０

日東化工　側

旭ファイバー　側

E1E1E1E1

E1E1E1E1 B1B1B1B1

B1B1B1B1

B1B1B1B1

D2D2D2D2

B1B1B1B1

■地質平面図（推定）■地質平面図（推定）GL-1.2mGL-1.2m

（１）（１）ーー③北側ブロック（③北側ブロック（Ｐ２９～Ｐ３０区間）のＰ２９～Ｐ３０区間）の土質土質

鋼矢板鋼矢板

■＝試料採取及び土質観察地点

●＝ｽｳｪｰﾃﾞﾝ式ｻｳﾝﾃﾞｨﾝｸﾞ調査実施地点

　 ＝充ビンを示す

 　＝空ビン又は破片を示す



Ｐ２９Ｐ２９Ｐ２９Ｐ２９Ｐ２９Ｐ２９Ｐ２９Ｐ２９

Ｐ３０Ｐ３０Ｐ３０Ｐ３０Ｐ３０Ｐ３０Ｐ３０Ｐ３０

日東化工　側

旭ファイバー　側

■地質平面図（推定）■地質平面図（推定）GL-1.5mGL-1.5m

B1B1B1B1

B1B1B1B1

B1B1B1B1

E1E1E1E1

E1E1E1E1

D2D2D2D2

（１）（１）ーー③北側ブロック（③北側ブロック（Ｐ２９～Ｐ３０区間）のＰ２９～Ｐ３０区間）の土質土質

鋼矢板鋼矢板

■＝試料採取及び土質観察地点

●＝ｽｳｪｰﾃﾞﾝ式ｻｳﾝﾃﾞｨﾝｸﾞ調査実施地点

　 ＝充ビンを示す

 　＝空ビン又は破片を示す



Ｐ２９Ｐ２９Ｐ２９Ｐ２９Ｐ２９Ｐ２９Ｐ２９Ｐ２９

Ｐ３０Ｐ３０Ｐ３０Ｐ３０Ｐ３０Ｐ３０Ｐ３０Ｐ３０

日東化工　側

旭ファイバー　側

■地質平面図（推定）■地質平面図（推定）GL-1.8mGL-1.8m

B1B1B1B1

D2D2D2D2

B1B1B1B1

（１）（１）ーー③北側ブロック（③北側ブロック（Ｐ２９～Ｐ３０区間）のＰ２９～Ｐ３０区間）の土質土質

鋼矢板鋼矢板

■＝試料採取及び土質観察地点

●＝ｽｳｪｰﾃﾞﾝ式ｻｳﾝﾃﾞｨﾝｸﾞ調査実施地点

　 ＝充ビンを示す

 　＝空ビン又は破片を示す



Ｐ２９Ｐ２９Ｐ２９Ｐ２９Ｐ２９Ｐ２９Ｐ２９Ｐ２９

Ｐ３０Ｐ３０Ｐ３０Ｐ３０Ｐ３０Ｐ３０Ｐ３０Ｐ３０

日東化工　側

旭ファイバー　側

■地質平面図（推定）■地質平面図（推定）GL-2.1mGL-2.1m

B1B1B1B1

A1A1A1A1

B1B1B1B1

（１）（１）ーー③北側ブロック（③北側ブロック（Ｐ２９～Ｐ３０区間）のＰ２９～Ｐ３０区間）の土質土質

鋼矢板鋼矢板

■＝試料採取及び土質観察地点

●＝ｽｳｪｰﾃﾞﾝ式ｻｳﾝﾃﾞｨﾝｸﾞ調査実施地点

　 ＝充ビンを示す

 　＝空ビン又は破片を示す



Ｐ２９Ｐ２９Ｐ２９Ｐ２９Ｐ２９Ｐ２９Ｐ２９Ｐ２９
Ｐ３０Ｐ３０Ｐ３０Ｐ３０Ｐ３０Ｐ３０Ｐ３０Ｐ３０

日東化工　側

旭ファイバー　側

■地質平面図（推定）■地質平面図（推定）GL-2.4mGL-2.4m

B1B1B1B1

A1A1A1A1

B1B1B1B1

（１）（１）ーー③北側ブロック（③北側ブロック（Ｐ２９～Ｐ３０区間）のＰ２９～Ｐ３０区間）の土質土質

鋼矢板鋼矢板

■＝試料採取及び土質観察地点

●＝ｽｳｪｰﾃﾞﾝ式ｻｳﾝﾃﾞｨﾝｸﾞ調査実施地点

　 ＝充ビンを示す

 　＝空ビン又は破片を示す



Ｐ２９Ｐ２９Ｐ２９Ｐ２９Ｐ２９Ｐ２９Ｐ２９Ｐ２９

Ｐ３０Ｐ３０Ｐ３０Ｐ３０Ｐ３０Ｐ３０Ｐ３０Ｐ３０

日東化工　側

旭ファイバー　側

■地質平面図（推定）■地質平面図（推定）GL-2.7mGL-2.7m

A2A2A2A2

A1A1A1A1

B2B2B2B2 B1B1B1B1

（１）（１）ーー③北側ブロック（③北側ブロック（Ｐ２９～Ｐ３０区間）のＰ２９～Ｐ３０区間）の土質土質

鋼矢板鋼矢板

■＝試料採取及び土質観察地点

●＝ｽｳｪｰﾃﾞﾝ式ｻｳﾝﾃﾞｨﾝｸﾞ調査実施地点

　 ＝充ビンを示す

 　＝空ビン又は破片を示す



Ｐ２９Ｐ２９Ｐ２９Ｐ２９Ｐ２９Ｐ２９Ｐ２９Ｐ２９

Ｐ３０Ｐ３０Ｐ３０Ｐ３０Ｐ３０Ｐ３０Ｐ３０Ｐ３０

日東化工　側

旭ファイバー　側

■地質平面図（推定）■地質平面図（推定）GL-3.0mGL-3.0m

A1A1A1A1

A2A2A2A2

（１）（１）ーー③北側ブロック（③北側ブロック（Ｐ２９～Ｐ３０区間）のＰ２９～Ｐ３０区間）の土質土質

鋼矢板鋼矢板

■＝試料採取及び土質観察地点

●＝ｽｳｪｰﾃﾞﾝ式ｻｳﾝﾃﾞｨﾝｸﾞ調査実施地点

　 ＝充ビンを示す

 　＝空ビン又は破片を示す



３．不審物（充ビン）が発見された範囲は全て

　１）D1層：鋼矢板設置時に、P29橋脚工事の掘削土により埋め戻さ
れた層（砕石、改良材の塊が混入）

　２）D2層：広く分布するB1層と明らかに異なる過去に埋め戻され
たと考えられる層（砕石や砂分が不均質に混入）

■土質調査結果（更なる埋設箇所の推定）■土質調査結果（更なる埋設箇所の推定）

（１）（１）ーー④北側ブロック（④北側ブロック（Ｐ２９～Ｐ３０区間）の掘削調査Ｐ２９～Ｐ３０区間）の掘削調査結果結果

１．掘削調査を実施しながら土の状況を確認。

　　（不審物発見エリアは深度3.0m、その他は深度1.5m程度）

２．更なる不審物の埋設は無し。

４．深度1.5mで北側ブロック（P29～P30区間）の全域でＢ１層（粒径均一な微

細砂層と均質なローム質土の互層）が露出。

詳細な観察の結果、Ｄ１もしくはＤ２に類するような土の分布は無し。

→北側ブロック（→北側ブロック（→北側ブロック（→北側ブロック（P29P29P29P29～～～～P30P30P30P30区間）には更なる不審物の埋設は無く、掘削調査は終了。区間）には更なる不審物の埋設は無く、掘削調査は終了。区間）には更なる不審物の埋設は無く、掘削調査は終了。区間）には更なる不審物の埋設は無く、掘削調査は終了。



（１）（１）ー⑤掘削ー⑤掘削土壌の取扱い土壌の取扱い

 　掘　削　土　壌　

　土　壌　分　析※　

 　汚　 染 　土 　壌   清浄な土壌 
  密 閉 袋 に 保 管  

　埋め戻し 　   無  害  化  処  理  

■掘削土壌の処理フロー■掘削土壌の処理フロー

■掘削土壌の方針■掘削土壌の方針

掘削調査により発生した掘削土については、マスタード等による汚染を確認し、汚染が
みられない清浄な土壌については橋脚工事現場内に埋め戻します。汚染が確認された
土壌については、密閉袋に保管し、掘削調査完了後、無害化処理設備で完全に無害化
します。

※（財）化学物質評価研究機構



■北側ブロック（Ｐ２９～Ｐ３０区間）の掘削土壌分析箇所■北側ブロック（Ｐ２９～Ｐ３０区間）の掘削土壌分析箇所■北側ブロック（Ｐ２９～Ｐ３０区間）の掘削土壌分析箇所■北側ブロック（Ｐ２９～Ｐ３０区間）の掘削土壌分析箇所■北側ブロック（Ｐ２９～Ｐ３０区間）の掘削土壌分析箇所■北側ブロック（Ｐ２９～Ｐ３０区間）の掘削土壌分析箇所■北側ブロック（Ｐ２９～Ｐ３０区間）の掘削土壌分析箇所■北側ブロック（Ｐ２９～Ｐ３０区間）の掘削土壌分析箇所

（１）（１）ー⑤掘削ー⑤掘削土壌の取扱い土壌の取扱い

　　　　：深度0.5mから深度3mまで0.5m毎の6
深度の土壌を分析（No1はGL-0.5mの
試料採取が困難であったため5検体）

■掘削土壌の分析方法■掘削土壌の分析方法■掘削土壌の分析方法■掘削土壌の分析方法■掘削土壌の分析方法■掘削土壌の分析方法■掘削土壌の分析方法■掘削土壌の分析方法

分析機関　 ：　（財）化学物質評価研究機構

分析方法 　：　溶媒抽出法及び誘電体化法でGC-MS、 GC-FPDにより分析

分析場所　 ：　①サンプリング配置　→　 各橋脚間に２箇所を基本
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　＋
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　不審物等発見範囲
　　　　　　　　　②サンプリング深度　→　　表層下0.5mから0.5m毎

：不審物分布エリア
P30

P29

No2

No4

No5

No3

No1：不審物発見範囲

No2：不審物発見範囲近接地

No3：空瓶発見箇所

No4：基本の２箇所

No5：基本の２箇所

No6：破片発見箇所

No7：P29掘削により埋め戻された範囲

No8：P29掘削により埋め戻された範囲

：空瓶及び破片発見箇所

No6  ：深度0.5mから深度1.5mまで0.5m毎
の3深度の土壌を分析

 ：深度0.5mの1深度

※南側ブロック（P28～P29区間）についても必要数（10検体
程度）、土壌分析を実施します。  全体計25検体

No1

P29
P30

日東化工　側

旭ファイバー　側
No7

No8

 ：深度0.5mから深度1mまで0.5m毎



掘削調査は、テント外へ
排出する空気の浄化装
置を稼働させた状態で
実施しています。

　浄化装置を経由してテ
ント外へ排出する空気
について、モニタリング
を行っており、その結果
は、橋脚工事現場前の
掲示板や横浜国道事務
所のホームページでお
知らせするとともに、寒
川町等の関係機関へも
情報提供しています。

仮囲い

テントテントテントテント

P29

P30

P28

空気浄化装置

掘削調査範囲

掘削調査完了後、P28～
P29区間に移設します。

（１）（１）ー⑥テントー⑥テント排気のモニタリング（橋脚工事現場）排気のモニタリング（橋脚工事現場）

約30ｍ
約４
２ｍ

南側
ブロ
ック

北側
ブロ
ック

※これまでに、テント外へ排出す
る空気から、マスタード等の危険
物は検知されていません。



テント

分析室

MINICAMS-A
MINICAMS-B

(予備機)

配管切換弁

エアロック
除染室

保管庫 汚染浄化室

活性炭フィルタ

排気ブロア

大気放出

１段　活性炭フィルタ

　　　　　（危険物の除外）

２段　添着炭フィルタ

　　　　　（危険物の除外）

・排気はフィルターを通
過後排出

・モニタリングは一段
目のフィルタ通過後
の排気を検知

保管庫の空気はテント内へ戻す

•モニタリングシステムにおいてマスタードガスが検知された場合は直ちにブロア
を停止し、フィルタの交換を実施

•万一、検知機器（MINICAMS-A）が故障した時は、予備機（MINICAMS-B）に切り
替えて測定を継続

■モニタリングシステム■モニタリングシステム■モニタリングシステム■モニタリングシステム■モニタリングシステム■モニタリングシステム■モニタリングシステム■モニタリングシステム

（１）（１）ー⑥テントー⑥テント排気のモニタリング（橋脚工事現場）排気のモニタリング（橋脚工事現場）



（２）掘削残土仮置き場（田端）の状況について



（２）（２）ーー①分離作業①分離作業の状況の状況

　　 掘削残土仮置き場では、平成１５年１０月２３日（木）より、汚染残土とその中に
含まれる可能性のあるビール瓶等の危険物分離作業（機械掘削・吸引＋人力掘削・
移送）を行っています。なお、分離作業中に発見された不審物（ビール瓶等）は、テ
ント内に設置した空気浄化装置付き保管庫に回収・保管しています。

無害化処理設備無害化処理設備無害化処理設備無害化処理設備
（建設中）（建設中）（建設中）（建設中）

大テント大テント大テント大テント

中テント中テント中テント中テント

小テント小テント小テント小テント

掘削残土仮置き場の状況（平成１５年１１月２６日撮影）

人力掘削・移送の状況

テントテント

機械掘削・吸引の状況



（２）ー①分離作業の状況

■分離作業の作業方針■分離作業の作業方針

汚染残土と危険物の分離作業
は、遠隔操作による機械掘削・
吸引により行う。機械掘削が困
難な残土については、作業員の
安全に最大限配慮しながら、人
力掘削を併用。

　：　人力掘削・移送エリア

　：　機械掘削・吸引エリア

　：　分離作業完了

約85m

機械掘削・吸引
実施エリア

人力掘削・移送
実施エリア テント

分離完了エリア
（２月５日現在）

掘削残土

約45m

（掘削残土の平面図）



■人力による掘削・移送を行うための安全対策■人力による掘削・移送を行うための安全対策

①作業環境の監視

　・人力による作業は、完全防護服着用のうえ実施。

　・作業中は、常時作業エリアのマスタードガス等のモニタリング を実施。

　・作業終了後は、除染・水洗いを十分に実施。

（２）（２）ーー①分離作業の状況①分離作業の状況

②作業場所の分離

　・機械掘削場所と人力掘削場所を高さ５ｍのネット状の隔壁で分離。

③監視体制の強化

　・安全管理を行うための管理責任者を常時配置するとともに、ITVカメラ

により作業状況を監視等。

　・安全マニュアルの整備。

　・消防署、病院との連携。



（２）ー①分離作業の状況

■人力による掘削・移送を行うための安全対策（状況■人力による掘削・移送を行うための安全対策（状況写真）写真）

②作業場所の分離

（ネット状の隔壁：高さ約5m）

ネット隔壁（約5m）

①作業環境の監視

上：作業環境の監視状況

中：検知器

下：エアシャワー

③監視体制の強化
（ITVカメラによる作業の監視）
上：オアシスでの作業監視

下：施工者事務所での作業監視

①作業環境の監視
除染（奥）・水洗い（手前）



■分離作業の進捗状況

■分離作業の進捗状況
　　（平成16年2月5日現在）

・ 作業の進捗率：約31％

　　（全体約6,500m3のうち約2,000m3完了）

・ 不審物の本数：21本

※この作業は、３月の終了を目途に、24時
間連続（日曜日[朝]～月曜日[朝]を除く）
して実施し、汚染残土や発見された場合の
ビール瓶等の危険物は、今後建設される処
理施設において処理します。

※作業進捗率は、平成16年1月24日～1月28
日に実施した測量値（実測値）を基に算出。

（２）ー②分離作業の状況

　：　分離作業完了

　：　分離作業未実施

　

テント

 掘削残土

約85m

約45m

分離完了エリア
（２月５日現在）

（掘削残土の平面図）

南南
北

2月5日現在の状況



（２）ー②発見された不審物

■発見された不審物一覧■発見された不審物一覧

・不審物（充ビン）の２１本はビール瓶。

・不審物（充ビン）の内１５本はゴム状の栓等で密閉。６本は詮無し。

平成１６年２月５日現在

内容物の状 態 本数 備　考

白色 1 ビンの一部が破損

灰色 1

黒色 14

透明（黒色沈殿物） 2 黒い固形物が混入

黄色 1

黒色

透明・薄茶色等

計：２１本計：２１本計：２１本計：２１本
※分離作業開始（Ｈ１５年１０月２３日～）

内容物の色

液体

2 内容物が２層に分離

固形物



（２）ー②発見された不審物

■不審物発見範囲■不審物発見範囲

テント

 掘削残土

約85m

約45m

凡例

：分離作業完了エリア（2/5現在）

：不審物（充ビン）発見箇所



ロータリーキルンロータリーキルンロータリーキルンロータリーキルン

活性炭フィルタ活性炭フィルタ活性炭フィルタ活性炭フィルタ
排気筒排気筒排気筒排気筒

排気筒排気筒排気筒排気筒

グローブボックスグローブボックスグローブボックスグローブボックス

危険物処理設備危険物処理設備危険物処理設備危険物処理設備

汚染残土処理設備汚染残土処理設備汚染残土処理設備汚染残土処理設備

制御室制御室制御室制御室

ろ過式集じん器

２次燃焼室

ガス冷却装置

汚染残土受ホッパ活性炭フィルタ

冷却塔

：設置完了部分
圧縮空気ヘッダタンク

反応槽反応槽反応槽反応槽

（２）（２）ーー③無害化処理設備の状況③無害化処理設備の状況
■２月５日現在の状況■２月５日現在の状況



（３）その他（３）その他（３）その他（３）その他（３）その他（３）その他（３）その他（３）その他



神奈川県神奈川県神奈川県神奈川県

寒川町寒川町寒川町寒川町

①田端地区田端地区→広報紙：直接各戸配布（約500部）3回

　 　　　　　　　 地元説明会：3回開催

②一之宮地区一之宮地区→広報紙直接各戸配布（約1,100部）1回

　 　　　　　　　　　地元説明会：１回開催

③一之宮地区一之宮地区＋田端地区田端地区→広報紙：直接各戸配布

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（約1,600部）2回

④周辺４自治会周辺４自治会→広報紙：各自治会の手により配布（約2,500部） 5回

⑤寒川町全域寒川町全域→広報紙：寒川町の広報紙「広報さむかわ版」に折り込ん

　　　　　　　　　　　　　　　　で配布（約15,000部）１５回

　 　　　　　　　　　地元説明会：２回開催

※情報コーナーにおいても広報紙等を常備

■広報紙及び住民説明会■広報紙及び住民説明会

平
塚
市

平
塚
市

平
塚
市

平
塚
市

００００ １ｋｍ１ｋｍ１ｋｍ１ｋｍ

海老名市海老名市海老名市海老名市

厚
木
市

厚
木
市

厚
木
市

厚
木
市

茅ヶ崎市茅ヶ崎市茅ヶ崎市茅ヶ崎市

藤
沢
市

藤
沢
市

藤
沢
市

藤
沢
市

寒川町寒川町寒川町寒川町

（３）（３）（３）（３）（３）（３）（３）（３）ーーーーーーーー①広報について①広報について①広報について①広報について①広報について①広報について①広報について①広報について



・処理作業の進捗状況

・危険物の発見状況

・安全性の確認状況
・有識者委員会の決定内容

　等

■広報紙の主な内容■広報紙の主な内容

（３）（３）（３）（３）（３）（３）（３）（３）ーーーーーーーー①広報について①広報について①広報について①広報について①広報について①広報について①広報について①広報について



■ホームページでの情報提供■ホームページでの情報提供

横浜国道事務所ホームページ

横浜国道事務所のホームページ
（http://www.ktr.mlit.go.jp/yokohama/）
における情報提供

不審物の発見状況

寒川町一之宮６丁目地先の工事現
場で発見された危険物等への対応
に関する情報を掲載しています。

（３）（３）（３）（３）（３）（３）（３）（３）ーーーーーーーー①広報について①広報について①広報について①広報について①広報について①広報について①広報について①広報について
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